
次期愛知県観光振興基本計画（仮称）検討委員会 

第１回全体会合 次第 

 

日時：2023 年５月 10 日（水）午前 10 時から正午まで 

場所：愛知県庁本庁舎６階 正庁 

オンライン：Zoom 

＊ハイブリッド形式により開催 

 

１ 開 会 

 

２ 委員自己紹介 

 

３ 議 事 

（１）次期愛知県観光振興基本計画（仮称）の策定について 

（２）次期愛知県観光振興基本計画（仮称）の骨子（案） 

 

４ その他 

 

５ 閉 会 

 

（配布資料） 

 資料１ 次期愛知県観光振興基本計画（仮称）の策定について 

 資料２ 次期愛知県観光振興基本計画（仮称）の骨子（案） 

 資料３-１ 参考資料① 

 資料３-２ 参考資料② 

 資料４ 次期愛知県観光振興基本計画（仮称）検討委員会設置要綱 

  

（次回） 

・観光マーケティング部会：６月 26 日（月）午前 10 時から正午まで 

・観光地域づくり部会：６月 27 日（火）午前 10 時から正午まで 



次期愛知県観光振興基本計画（仮称）検討委員会 

第２回全体会合 出席者名簿 

 

●委 員  ◎…委員長 ○…副委員長                          (五十音順、敬称略) 

所属・職 氏 名 形式 

株式会社カーネル総研 取締役 コンテンツ・プロデューサー 

中部圏インバウンドセールス・プロジェクト 事務局長 
赤崎 真紀子 対面 

日本政府観光局（JNTO） MICE プロモーション部次長 板垣 彩子 オンライン 

国立大学法人東海国立大学機構名古屋大大学院  

情報学研究科 准教授 
浦田  真由    対面 

株式会社行楽ジャパン 代表取締役社長 袁 静 対面 

国立大学法人和歌山大学 経済学部 教授 ◎大澤 健 対面 

有限会社パスト・プレゼント・フューチャー  

代表取締役 
クリス・グレン 対面 

株式会社リクルート じゃらんリサーチセンター長 沢登 次彦 オンライン 

日本薬科大学 特別招聘教授 

内閣府クールジャパンプロデューサー 
陳内  裕樹 オンライン 

名城大学 名誉教授 二神 真美 対面 

東海学園大学ともいき教養教育機構・経営学部  

客員教授 
〇横山 陽二 対面 

 欠席：有限会社パスト・プレゼント・フューチャー代表取締役  クリス・グレン 

 

●オブザーバー                             (敬称略) 

所  属 ・ 職 氏名 形式 

公益社団法人日本観光振興協会 中部支部 事務局長 西村 哲治 対面 

一般社団法人中央日本総合観光機構 常務理事・事務局長 荻野 光貴 対面 

一般社団法人愛知県観光協会 専務理事 榊原 仁 対面 

 

●事務局（愛知県観光コンベンション局） 

所  属 ・ 職 氏 名 

顧問 武田 光弘 

局長 阿知波 智司 

推進監 浅田 甚作 

観光振興課長 大参 孝彰 

国際観光コンベンション課長 多田 花緒里 

国際観光コンベンション課国際展示場室長 鈴木 太郎 



観光振興課 担当課長 小川 克信 

国際観光コンベンション課 担当課長 安藤 嘉雄 

国際観光コンベンション課国際展示場室 担当課長 上田 茂 

観光振興課 課長補佐（総務・予算・広報） 鈴木 利充 

観光振興課 課長補佐（企画） 渡邉 享介 

観光振興課 課長補佐（観光振興） 余語 克昭 

観光振興課 課長補佐（観光産業） 南澤 秀久 

国際観光コンベンション課 課長補佐（イベント・コンベンション） 井上 敏之 

国際観光コンベンション課 課長補佐（魅力発信） 鶴藤 彰子 

国際観光コンベンション課 課長補佐（誘客促進） 上松 久美子 

国際観光コンベンション課国際展示場室 室長補佐（管理） 松永 直晃 

国際観光コンベンション課国際展示場室 室長補佐（推進） 安田 龍 

 





現行の愛知県観光振興基本計画（あいち観光戦略2021-2023）の計
画期間が今年度をもって満了することから、次期計画を策定する。

※根拠 愛知県観光振興基本条例 第9条第1項
知事は、観光振興に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、観光振興

に関する基本的な計画（以下「観光振興基本計画」という。）を定めるものとする。

○ 策定体制

愛知県観光振興推進本部会議
本部長：知事、副本部長：副知事

次期愛知県観光振興基本計画（仮称）検討委員会
外部有識者等10名＋オブザーバー３名で構成

○ 策定スケジュール

策定
主体

外部
組織

愛知県観光振興推進本部幹事会
幹事長：観光推進監

連
携

2023年 ４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

2024年 １月

２月

３月

本部会議 検討委員会

開催

開催（策定）

全体会合①

部会①

部会②

全体会合②

パブリックコメント

２月議会で報告

（＊）

次期愛知県観光振興基本計画（仮称）の策定について

（＊）

資料１



次期愛知県観光振興基本計画の骨子（案）①

愛知の観光を
取り巻く状況

計画の性格

計画期間 2024（令和6）年度〜2026（令和8）年度

計画の位置づけ ①愛知県観光振興基本条例に基づく観光振興に関する基本的な計画
②「あいちビジョン2030」及び「あいち経済労働ビジョン2021-2025」に連なる、観光振興分野の具体的な計画

旅行者の受入れの主役は、地域と事業者であるという認識のもと、観光を通じて交流人口・関係人口の増加を促し、県内の観光関連産業の振興を図ることを目的に、①
歴史・産業・自然・文化といった本県に根付く地域資源を高付加価値な観光コンテンツとして磨き上げ、ターゲットに的確に伝える「あいち『ツウ』リズム」のコンセプトを継承し
つつ、②デジタルを基盤に据えた施策立案とイノベーションの創出を強く意識したアクションプログラムとする。

 県ー地域間の連携の強まり
 運輸機関との連携の強まり
 公式観光サイトによる情報発信力

の強まり
 地域資源の観光コンテンツ化プロセ

スの確立
 高級ホテル整備の進展
 高付加価値な観光コンテンツの開

発力・販売力不足
 デジタルシフトの遅れ
 県民の県内観光推奨意向の低迷
 多様な主体の巻き込み不足

現行計画（戦略）の振り返り
 感染症・災害リスクの増大
 人口減少の進行、人生100年時

代への移行
 暮らし・労働・学びの多様化
 世界経済の多極化と経済重心のア

ジアへのシフト
 第4次産業革命の進展
 スーパー・メガリージョン形成への進展
 脱炭素化の進展、循環型社会への移行
 資源不足の加速と物価上昇圧力

の高まり

2030年頃の社会経済情勢の展望

 変容を続ける旅行スタイル
 付加価値、または社会的意義の高い

コンテンツへのニーズの高まり
 ICTの活用によるビジネス出張の減少
 日本人旅行者による国内旅行市

場の下支え
 観光関連産業における人材流出の

加速と賃金減少
 旅マエ・旅ナカ・旅アトにおけるデジタ

ルツール利用の浸透
 ハイブリッドMICE（リアルとリモートを

併用）の増加

観光の質的・量的変化
 2024年︓STATION Ai オープン
 2025年︓愛知万博20周年記念

事業開催
 2025年︓愛知県新体育館（愛知

国際アリーナ）オープン
 2025年度︓三遠南信自動車道

愛知県区間全通
 2026年︓アジア・アジアパラ競技大

会開催
 2027年度︓中部国際空港第二

滑走路供用開始
 2027年度︓西知多道路全通
 2027年度︓リニア中央新幹線

（品川・名古屋間）開業

2030年頃までの大規模事業・プロジェクト

愛知の観光をめぐる
SWOT分析

強
み

弱
み

機
会

脅
威

 全国4位の人口規模
 国内外からアクセスしやすい充実した交通インフラ
 世界的企業の集積と活発なビジネス交流
 高度な研究を行う学術機関の集積と活発な学術交流
 合計10万㎡を有する大規模展示場
 愛知ならではの「ツウ」な魅力を持った豊富な地域資源
 ジブリパークの開園による国内外からの集客力の強まり
 ものづくりを中心とした多種多様な企業ミュージアム
 スポーツ大会・音楽コンサート等の興行による集客力

 圧倒的知名度と集客力を持ったアイコン的な観光資源が少ない
 県全体の観光振興を推進する総合調整機能の不足
 都市部以外では不便な二次交通網
 インバウンド受入れ環境が不十分
 各種マーケティングデータの取得力・分析力不足
 高付加価値な観光コンテンツの開発力・販売力不足
 県民の県内観光推奨意向の低迷
 観光満足度と魅力度の伸び悩み
 多様な主体の巻き込み不足
 MICEの専門人材不足

 観光DXの進展
 世界的な国際航空需要の回復
 新しい旅行形態（ブレジャー・ワーケーション等）の浸透
 リニア中央新幹線等の交通インフラのさらなる利便性向上
 国による観光地域づくり支援メニューの拡充
 高級ホテルの新規開業
 アジア・アジアパラ競技大会の開催
 STATION Aiのオープンによる観光イノベーションの促進への期待
 2005年愛知万博開催から20周年

 感染症や大規模災害による観光関連産業への打撃
 国内人口減少の進行
 リニア中央新幹線開業によるストロー効果、日帰り圏化
 観光関連産業における人手不足、デジタルシフトの遅れ
 団体旅行・宴会需要の低い回復力
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次期愛知県観光振興基本計画の骨子（案）②

愛知の観光をめぐる
クロスSWOT分析

• 愛知ならではの「ツウ」な魅力を
持った地域資源の活用（武将
観光・産業観光・ユニークベニュー
の推進）

• 個人旅行化への適応促進
• 県民による県内旅行の促進
• ジブリパークを活用した周遊観光

の促進

強み×脅威
【差別化分野】

• 県域DMOの機能強化
• デジタルを活用したEBPMの推進
• 観光関連施設の高付加価値化

とバリアフリー対応の強化
• デジタルを活用した観光Maasの

促進、決済手段の多様化
• オープンイノベーションによる高付加価値

化コンテンツの開発力・販売力の強化
• 県民参加の推進
• MICEの専門人材の育成
• 外国人受け入れ環境の整備推進

弱み×機会
【改善・補強分野】

• 物見遊山客の誘致を目的とした
旧来型の観光振興からの脱却

弱み×脅威
【防衛・撤退分野】

• 運輸機関と連携した取組の強化
• 企業・学術機関と連携したMICE

の推進
• 企業・学術機関・スタートアップと

連携した取組の推進
• ビジネス客の観光消費額単価の

向上（ブレジャー・ワーケーション
の推進）

• スポーツ大会・音楽コンサート等
の興行観客の観光消費額単価
の向上

強み×機会
【拡大・強化分野】

観光振興の推進
における

基本的な方針

観光関連産業の持続可能性を高めることはもちろん、地域資源の持続可能性を高めることにより、広く県
民のウェルビーイングの向上につなげる。

持続可能な観光の実現

県の観光振興施策をデジタルシフ
トするとともに、市町村や地域観光
協会の観光振興施策のデジタルシフ
トを支援する。あわせて、観光関連
事業者の業務のデジタル化に向けた
取組を促進する。

観光DXの推進

県や市町村、地域観光協会、観
光関連事業者だけでなく、企業・学
術機関・スタートアップとの連携を推
進するとともに、県民参加を進め、イ
ノベーションの創出を促進する。

イノベーションの創出愛知ならではの歴史、産業、自然、文化等の地域資源を「ツウ」な魅力のある
高付加価値な観光コンテンツとして磨き上げるとともに、的確性と効率性を最適
化した方法でターゲット客に訴求し、誘致を図る。

あいち「ツウ」リズムのバージョンアップ

• 本計画期間おける本県の観光振興の推進は、観光関連産業はもちろん、地域資源の持続可能性を高め、県民のウェルビーイングの向上につなげることを基本的
な方針とする。

• こういった持続可能な観光を実現するため、前期計画である「あいち観光戦略2021-2023」で掲げた「あいち『ツウ』リズム」のバージョンアップ（観光コンテンツの
高付加価値化とPR・プロモーションの最適化）を図る。

• 「あいち『ツウ』リズム」のバージョンアップは、県や市町村、地域観光協会、観光関連事業者における観光DXの推進と、企業や学術機関、スタートアップ等の多様
な主体を巻き込んだイノベーションの創出によって行う。
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施策の柱

数値目標

本県に根差した地域資源
を「ツウ」な魅力として磨き上
げたり、ジブリファン向けに編
集したりして高付加価値化
することで、満足度・推奨度
の向上と観光消費額単価
の向上を図る。

観光資源の
高付加価値化

充実した施設を最大限活
用するとともに、関係者間の
連携を密に図ることで、本県
の産業特性と親和性がある
MICEの更なる誘致・開催
につなげる。

MICEの誘致・開催に
向けた取組強化

ユニバーサルツーリズムや
観光関連施設の高付加価
値化を促進するとともに、移
動や消費の円滑化を図り、
誰もが楽しめる観光地づくり
を推進する。

受入れ環境の整備

本県ならではの「ツウ」な魅
力やジブリファンが関心を寄
せそうな魅力を適切なター
ゲットに的確に送り届ける効
率的なPR・プロモーションを
実施し、具体の誘客につな
げる。

PR・プロモーション

観光関連産業の労働生
産性の向上の取組を推進
するとともに、地域で活躍す
る観光人材の育成を支援
する。また、県民の県内観
光推奨意向の向上を図る。

観光人材の育成・観光関連
産業の労働生産性の向上

地域資源の観光コンテンツ化

周遊コンテンツ・コースの造成

情報発信プラットフォームの運営

デジタル広告の推進

運輸機関・宿泊施設との連携

旅行会社・OTAとの連携

ターゲットにあわせた
コンテンツ造成

海外レップの活用

バリアフリー化の促進

多言語化の促進

多様な宗教・信条への対応
観光関連施設の

高付加価値化の促進
移動や消費の円滑化

交通インフラの整備

持続可能な観光地づくりの促進

学びの場の提供
関係者間及び異業種との

交流促進
県民による県内観光の促進

旅行者の安全・安心の確保
広域連携を通じたコンテンツ造成 広域観光振興団体との連携

国際会議・展示会
の誘致・開催

イベントの誘致・開催
ミーティング・インセンティブ

ツアーの誘致
アワードの実施

観光消費額
（全体・外国人）

観光消費額単価（日本人・外国人）

観光入込客数（全体・外国人）

満足度(全体・外国人)｜推奨意向(県民・県外在住者)｜再訪意向(県外在住者)

来県外国人旅行者数｜延べ宿泊者数(全体・外国人)｜国際会議関係指標

観光需要の平準化

労働生産性の向上

スポーツ大会等の招致・開催

Aichi Sky Expoの活用

魅力ある観光土産品の
開発・販売促進

目指すべき姿
〜 あいち『ツウ』リズム2.0 〜

デジタルとイノベーションで追い上げる「観光県・あいち」

次期愛知県観光振興基本計画の骨子（案）③

進捗管理指標

宿泊業の労働生産性｜愛知県「休み方改革」イニシアチブ賛同企業・団体数｜閑散期に旅行を促すキャンペーン
参画事業者数｜観光関連事業者の従業員満足度持続可能な観光の実現

観光まちづくりゼミ参加者数｜観光まちづくりアワード応募件数イノベーションの創出

県事業で造成・参画した観光コンテンツ数・販売数・販売額｜主要な武将観光施設・産業観光施設の入込客数｜
通訳案内士登録者数｜観光ボランティアガイド数あいち「ツウ」リズムのバージョンアップ

あいち観光動態ウォッチャー参画市町村数｜公式観光サイトのページビュー｜公式観光SNSのファン数観光DXの推進

アジア・アジパラ競技大会観客を
対象にしたPR・プロモーション

アジア・アジパラを見据えた
コンテンツ造成

リニア開業を見据えた
コンテンツ造成

MICE（国際会議・スポーツ大
会等）との連携 ワーケーションやブレジャーの受入

3



計画当初
(２０２０年)

２０２１年
(実績)

目標値
(２０２３年)

観 光 消 費 額
全 体

4,669億円
＊2 4,502億円 1兆円

外 国 人 493億円＊2 －＊5 2,500億円

観 光 入 込 客 数
全 体

0.8億人回＊

２ 0.8億人回 1.2億人回

外 国 人 71万人回＊２ 5万人回 380万人回

来 県 外 国 人 旅 行 者 数 34万人＊３ －＊6 290万人

延 べ 宿 泊 者 数
全 体

1,107万人
泊

1,134万人
泊

2,000万人
泊

外 国 人 66万人泊 11万人泊 365万人泊

国 際 会 議 開 催 件 数 11件 0件 220件

観 光 消 費 額 単 価
全 体 5,990円＊２ 5,372円 6,450円

外 国 人
69,437円

＊２ －＊6 65,790円

満 足 度
( 「非常に満足」の割合)

全 体 35.7％＊4 31.8% 50.0％

外 国 人 －＊7 －＊7 50.0％

推 奨 意 向
( 高 位 層 ＊ １ )

県 民 16.1％＊４ 20.9% 25.0%

県外在住者 16.3％＊４ 30.1% 50.0%

再 訪 意 向 県外在住者 84.3％＊４ 82.6% 100.0％

参考資料① 現行計画に係る数値目標の達成状況
資料３-１

＊1 「愛知の観光をまったく推奨しない」を0点、「とても推奨したい」を10点とした場合に、9～10点と回答した層。
＊2 「観光消費額」、「観光入込客数」及び「観光消費額単価」は県「観光地点等入込客数調査」（毎月調査）、県「観光地

点パラメーター調査」（四半期調査）及び観光庁から提供された「宿泊旅行統計調査」（毎月調査）、「訪日外国人消
費動向調査」（四半期調査）等のデータにより推計しているが、2020年については、新型コロナウイルス感染症
の影響により、「観光地点パラメーター調査」は4～6月及び7～9月期の調査が実施できなかったこと、及び観
光庁「訪日外国人消費動向調査」は4～6月期、7～9月期及び10～12月期の調査が実施されなかったことか
ら、2019年推計値等の参考値を用いて推計し、年間値を算出した。

＊3 「来県外国人旅行者数」を算出する因子のひとつである「都道府県別訪問率」を測定する観光庁「訪日外国人消
費動向調査」（四半期調査）について2020年は、新型コロナウイルス感染症の影響により、4～6月期・7～9月
期及び10～12月期の調査が実施されなかったため、1～3月期の都道府県訪問率を年間の訪日外客数に乗じ
て算出している。

＊4 「満足度(全体)」、「推奨意向」及び「再訪意向」を測定する「観光地点パラメーター調査」（四半期調査）について
2020年は、新型コロナウイルス感染症の影響により、4～6月及び7～9月期の調査を実施できなかったため、
1～3月及び10～12月期の結果のみから算出している。

＊5 観光庁「訪日外国人消費動向調査」が一部実施されなかったことから訪日外国人の観光消費額単価を欠測とし
ている。そのため観光入込客数と観光消費額単価から算出する観光消費額は欠測としている。

＊6 観光庁「訪日外国人消費動向調査」は10～12月期のみ一部実施されたが、「来県外国人旅行者数」を算出する
因子のひとつである「都道府県別訪問率」を算出するための調査は実施されなったため、欠測となった。

＊7 「満足度(外国人)」を測定する県「愛知県訪日外客動向調査」が、2020年度及び2021年度は新型コロナウイル
ス感染症の影響で実施できなかったため、欠測となった。



第1回
次期愛知県観光振興基本計画（仮称）検討委員会

全体会合

参 考 資 料 ②

２０２３年５月１０日（水）
愛知県観光コンベンション局

資料３-２
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世界と日本の観光の状況

新型コロナ感染症拡大前の
外国人旅行者受入数ランキング（2019年）
上位30か国のランキング（単位：万人泊）。
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UNWTO（国連世界観光機関）によると、新型コロナウ
イルス感染症拡大前の2019年（令和元年）の外国人旅
行者受入数は、日本は3,188万人で12位（アジアで3
位）となった。

国連世界観光機関（UNWTO）の統計より日本政府観光局（JNTO）が作成（一部抜粋）

＊一部の国は、2019年の数値が公表されていないため、それ以前の数値を採用。



世界と日本の観光の状況

日本人による国内旅行の推移
旅行消費額（単位：百万円）、宿泊旅行平均回数（単位：回）、日帰り旅行平均回数（単位：回）。
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（観光庁「宿泊・旅行統計調査」）
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（観光庁「宿泊旅行統計調査」）

432,397,640

428,677,350

438,463,770

423,096,220

429,906,270

443,726,260

480,265,130

311,308,880

313,456,710

437,212,760 

33,495,730

44,824,600

65,614,600

69,388,940

79,690,590

94,275,240

115,656,350

20,345,180

4,317,140

16,760,470 

0200,000,000400,000,000600,000,000

愛知県全 国

■日本人 ■外国人

本県に係る各種指標の推移

延べ宿泊旅行者数
国内及び県内に宿泊した旅行者の延べ数（単位：人泊）。
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レゴランド・ジャパン開業

ジブリパーク第１期OPEN

伊勢神宮 式年遷宮

G20愛知・名古屋外務大臣会合開催
Aichi Sky Expo開業

あいち観光元年宣言

速報値

西日本豪雨
北海道胆振東部地震

東京2020大会開催

ラグビーＷ杯日本大会開催

熊本地震

【参考】
2023年/2019年2月（速報値）
○日本人：

○外国人：

新東名豊田東JCTまで開通

+18.5%
+ 6.1%
+１１.6%
－71.3%

東京
愛知
東京
愛知

愛知DC

新型コロナウイルス感染拡大



本県に係る各種数値の推移

外国人旅行者数
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（日本政府観光局「訪日外客数」、観光庁「訪日外国人消費動向調査」より作成）

＊2020年は1-3月のみで愛知県への来県者数を算出
＊2021年、2022年は愛知県への訪問率を算出する調査が実施されなかったため来県外国人旅行者数は欠測
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日本を訪れた外国人旅行者数と、その数値に愛知県訪問率を掛けて算出した愛知県を訪れた外国人旅行者数（単位：人）。
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新型コロナウイルス感染拡大
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本県に係る各種数値の推移

延べ宿泊者数の2019年同月比
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2-4
本県に係る各種指標の推移

観光レクリエーション資源・施設利用者総数
県内にある観光施設やイベント等の来場者数の合計（単位：万人）。

（愛知県「観光レクリエーション利用者統計」）
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（愛知県「観光入込客統計」）
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観光消費額
愛知県を訪れた旅行者が県内で消費した金額（単位：億円）。
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本県に係る各種指標の推移

滞在日数
延べ宿泊客数（人泊）を実宿泊客数（人）で除した数値（単位：泊）。
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（観光庁「宿泊旅行統計調査」より作成）

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

全国（全体） 1.33 1.33 1.33 1.32 1.32 1.33 1.34 1.33 1.33 1.35

全国（日本人） 1.32 1.31 1.30 1.29 1.29 1.29 1.29 1.31 1.32 1.33

全国（外国人） 1.59 1.57 1.55 1.54 1.56 1.57 1.60 1.70 2.19 1.92

愛知県（全体） 1.34 1.29 1.30 1.28 1.32 1.31 1.32 1.31 1.37 1.35

愛知県（日本人） 1.32 1.28 1.30 1.27 1.30 1.31 1.31 1.31 1.37 1.35

愛知県（外国人） 1.55 1.44 1.33 1.30 1.38 1.36 1.37 1.46 2.18 1.62

1.25

1.45

1.65

1.85

2.05

2.25

全国（全体） 全国（日本人） 全国（外国人）

愛知県（全体） 愛知県（日本人） 愛知県（外国人）
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本県に係る各種指標の推移

国際会議の開催件数
国際機関・国際団体、または国家機関・国内団体（民間企業を除く）が主催する、参加者総数50名以上、参加国3か国以上の会議（単位：件）。
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（日本政府観光局「国際会議統計」）
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新型コロナウイルス感染拡大



本県に係る各種指標の推移

満足度の推移
「非常に満足」の割合（単位：％）。

2-8

（愛知県「観光地実態調査」、愛知県「訪日外客動向調査」）
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全体 外国人 県内在住者

欠測 欠測

＊2020年度、2021年度、2022年度の満足度（外国人）は欠測。
＊県内在住者の満足度については、2017年度から調査実施。

新型コロナウイルス感染拡大

欠測



本県に係る各種指標の推移

推奨意向の推移
愛知県への観光を「全く薦めない」を0点、「とても薦めたい」を10点として点数を尋ねた結果（単位：％）。

2-9

（愛知県「観光地実態調査」）
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Net Promoter Score(R)（顧客推奨度）の指標を採用。
10 – 9点 ロイヤルティが高い熱心な顧客。自らが継続購入客であるだけでなく、他者へサービスを勧める『推奨』の役割も担う。

8 – 7点 満足はしているが、それ程熱狂的ではなく、競合他社になびきやすい。
6 - 0 点 劣悪な関係を強いられた不満客。放置しておくと悪評を広める恐れがある。



3-1

大きな役割を果たすと思う

24.2%

ある程度役割を果たす

と思う

43.6%

どちらとも言えない

13.5%

あまり役割を果たすとは思わない

8.0%

まったく役割を果たすとは思わない

1.5%
分からない

7.2%

無回答

2.0%

県政世論調査「観光客誘致・おもてなしに対する意識について」の結果概要

地域振興や地域経済の活性化の観点から見た
愛知県における観光の役割

（令和4(2022)年度の県政世論調査（調査期間：2022.7.1～2022.7.20））
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大いに関わりたいと思う

5.0%

ある程度関わりたいと

思う

22.6%

どちらとも言えない

39.1%

あまり関わりたいと思わない

19.5%

まったく関わりたいとは

思わない

7.4%

分からない

5.9%

無回答

0.5%

（令和4(2022)年度の県政世論調査（調査期間：2022.7.1～2022.7.20））

県政世論調査の結果概要「観光客誘致・おもてなしに対する意識について」

県民の観光客誘致やおもてなし参画意識
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29.8%

34.5%

40.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

無回答

わからない

その他

通訳案内士やボランティアガイド等として愛知県の

魅力を伝える

宿泊施設や観光関連施設・イベント等の従業員

として観光客を受け入れる

SNS（TwitterやInstagram等）やブログ等で愛知県の

魅力を発信する

観光客への道案内や困りごとの相談に応じる

県外に住む友人や親類等に、愛知県への観光を勧める

県政世論調査「観光客誘致・おもてなしに対する意識について」の結果概要

観光客誘致への関わり方

（令和4(2022)年度の県政世論調査（調査時期：2022.7.1～2022.7.20））

複数選択可。
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観光関係事業者の支援
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調査計画事業

オーバーツーリズムや安心・安全への対応

MICE誘致

受入環境のソフト整備

プロモーション（トップセールス等）

その他

受入環境のハード整備

観光資源のハード整備

観光資源のソフト整備

観光イベントの開催

観光関係団体の支援

情報発信（webサイト等）

3-4
県内市町村へのアンケート調査の結果概要

特に注力している国内誘客の振興施策

（愛知県市町村観光施策等に係るアンケート調査（調査時期：2022.12））

アンケートでは１～３位を選択。以下のグラフは１～３位の合計を記載（単位：市町村）。
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実施なし・未記入(1位以下全て)

ムスリム旅行者の誘客

外国語対応可能なスタッフ等の育成

電話・チャット通訳サービスの実施

観光関係者向けインバウンド研修会の開催

キャッシュレス決済システムの整備

トップセールス

海外メディアでの情報発信

海外メディア・旅行関係者等の招請

海外見本市・商談会等への出展・参加

外国人向けの観光メニュー（商品）等の設定

多言語による案内看板･標識類等の整備

観光地･施設へのWi-Fiの整備

多言語による情報発信(web)

多言語の観光パンフレットの作成

（愛知県市町村観光施策等に係るアンケート調査（調査時期：2022.12））

3-5
県内市町村へのアンケート調査の結果概要

特に注力しているインバウンドの振興施策
アンケートでは１～３位を選択。以下のグラフは１～３位の合計を記載（単位：市町村）。
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MICE主催者、関係者へのプロモーション

MICE主催者への情報提供

3-6
県内市町村へのアンケート調査の結果概要

特に注力しているMICE誘致施策

（愛知県市町村観光施策等に係るアンケート調査（調査時期：2022.12））

アンケートでは１～３位を選択。以下のグラフは１～３位の合計を記載（単位：市町村）。
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3-7
県内市町村へのアンケート調査の結果概要

特に注力してプロモーションを行いたい地域

（愛知県市町村観光施策等に係るアンケート調査（調査期間：2022.12））

アンケートでは１～３位を選択。以下のグラフは１～３位の合計を記載（単位：市町村）。
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3-8
県内市町村へのアンケート調査の結果概要

観光施策の課題解決におけるデータ活用状況

（愛知県市町村観光施策等に係るアンケート調査（調査期間：2022.12））
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3-9
県内市町村へのアンケート調査の結果概要

特に注力している観光資源
アンケートでは１～３位を選択。以下のグラフは１～３位の合計を記載（単位：市町村）。

武将観光

（愛知県市町村観光施策等に係るアンケート調査（調査期間：2022.12））



4-1 愛知県の観光産業を取り巻く今後の主な出来事

中部国際空港第二滑走路供用開始

西知多道路全通

リニア中央新幹線（品川ー名古屋）開業

名古屋駅のスーパーターミナル化

名古屋城天守閣木造復元

第20回アジア競技大会の開催

第５回アジアパラ競技大会の開催

2023年度

2027年度以降

２０２４年度 ２０２５年度 ２０２６年度

ジブリパーク
第2期オープン

愛知県新体育館（愛知国際ア
リーナ）オープン

愛知万博20周年

大阪・関西万博開催

三遠南信道愛知県区間全通

STATION Aiオープン

次期愛知県観光振興基本計画（仮称）期間（予定）



次期愛知県観光振興課（仮称）検討委員会 設置要綱 

 

（目的） 

第１条 愛知県観光振興基本条例（平成２０年条例第４８号）に基づく観光振興基本計画

の第三期計画を策定するため、有識者等による、次期愛知県観光振興課（仮称）検討委

員会（以下「委員会」という。）を設置し、愛知県の観光振興に関する基本戦略や先導事

業等について提言を行う。 

 

（所掌事項） 

第２条 委員会は、次に掲げる事項について、協議及び検討を行う。 

（１） 愛知県を取り巻く観光の現況に関すること 

（２） 愛知県の観光戦略に関すること 

（３） 愛知県の観光振興に資する施策に関すること 

（４） その他、第１条の目的の達成に関すること 

 

（構成） 

第３条 委員会は、別表１に掲げる委員、及び別表２に掲げるオブザーバーにより構成す

る。 

 

（委員長等） 

第４条 委員会に委員長及び副委員長を置く。 

２ 委員長は委員会を総括し、会議の進行にあたる。 

３ 副委員長は委員長を補佐し、委員長に事故等があるときは、その職務を代理する。 

 

（会議） 

第５条 会議は、愛知県観光コンベンション局長が招集する。 

 

（部会） 

第６条 委員会の下に、観光地域づくり部会、観光マーケティング部会の２部会を設ける。 

２ 部会の構成メンバーは、別表に掲げる委員により構成する。 

３ 部会に部会長を置く。 

４ 部会には、他の部会委員又はその部会が必要とする有識者等が、適宜議事に参加でき

るものとする。 

５ 部会は、愛知県観光コンベンション局観光振興課長（以下「課長」という。）が召集す

る。 

 

（公開） 

第７条 会議は、原則として公開するものとする。ただし、次の各号のいずれかに該当す

る場合は、この限りでない。 

（１） 愛知県情報公開条例（平成１２年愛知県条例第１９号）第７条に規定する不開示情



報が含まれる事項に関して協議、検討等を行う場合 

（２） 会議を公開することにより、当該会議の円滑な運営に著しい支障が生じたと認めら

れ、委員長、部会長又は課長が会議等の一部又は全部を公開しない旨を決定した場合 

２ 会議の傍聴方法については、別に定める。 

 

（庶務） 

第８条 会議等の庶務は、愛知県観光コンベンション局観光振興課において処理する。 

 

（雑則） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、会議の運営に関し必要な事項は、委員長又は部会

長がその都度定めるものとする。 

 

  附 則 

この要綱は、２０２３年４月１７日から施行し、２０２４年３月３１日をもって廃止する。 

 

 

 

 

 

  



（別表１） 

所属・職 氏 名 所属部会 

株式会社カーネル総研 取締役 コンテンツ・プロデューサー 

中部圏インバウンドセールスプロジェクト 事務局長 
赤崎 真紀子 観光地域づくり部会 

日本政府観光局（JNTO） 

MICE プロモーション部次長 
板垣 彩子 観光地域づくり部会 

国立大学法人東海国立大学機構 

名古屋大学 大学院情報学研究科 准教授 
浦田 真由    観光マーケティング部会 

株式会社行楽ジャパン  

代表取締役社長 
袁 静 観光マーケティング部会 

国立大学法人和歌山大学  

経済学部 教授 
◎ 大澤 健 観光地域づくり部会 

有限会社パスト・プレゼント・フューチャー 

代表取締役 
クリス・グレン 観光マーケティング部会 

株式会社リクルート 

じゃらんリサーチセンター長 
沢登 次彦 観光地域づくり部会 

日本薬科大学 特別招聘教授 

内閣府クールジャパンプロデューサー  
陳内 裕樹 観光マーケティング部会 

名城大学 名誉教授 二神 真美 観光地域づくり部会 

東海学園大学ともいき教養教育機構・

経営学部 客員教授 
〇 横山 陽二 観光マーケティング部会 

 ◎…委員長兼部会長、○…副委員長兼部会長 

 

（別表２） 

所属・職 氏名 

公益社団法人日本観光振興協会 中部支部 事務局長 西村 哲治 

一般社団法人中央日本総合観光機構 常務理事・事務局長 荻野 光貴  

一般社団法人愛知県観光協会 専務理事 榊原 仁 

 


